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事務局記入

2022年度経済的困難を抱える子どもの学び支援活動助成　申請書 受付日

No.

黄色いセル： 入力用 青いセル： 入力不要 ※セル内で改行する場合は、[ALT]＋[Enter]キーを押す

常勤： 人 非常勤：

有償： 人 無償：

公益財団法人ベネッセこども基金

【１】貴団体について

代表者名

役職

２．代表者略歴 職歴や申請団体との関係、他団体等での兼職する役職や受賞歴、著書などを記入

１．団体名（代表名）

団体種別／法人格 クリックして選択 その他を選んだ場合は記載

ふりがな

団体名称

ふりがな

代表E-mail

団体サイト（URL）

団体Facebook（URL）

３．団体住所／連絡先

郵便番号

都道府県名

市区町村・丁目番地

建物名など

代表電話番号

※担当者の発送物受け取り場所が
団体住所と異なる場合のみ記載

郵便番号

担当者住所

その他・団体SNSなど

４．担当者／連絡先

ふりがな

担当者名

担当者電話番号

担当者E-mail

６．団体沿革

　※設立のきっかけ、
　現在に至る経緯など

申請事業以前に行っていた事業内容を経年で記入

●●年～： 九九ができない中学生と出会ったことをきっかけに、●●市にて低額の学習支援教室事業を開始
●●年～： 2教室目の立ち上げをきっかけに団体サイトを作成。近隣の大学生や社会人ボランティアの募集を開始
●●年～： NPO法人を取得。市からひとり親などの就学援助対象の子どもの紹介を受け、無償での学習支援事業を開始
●●年～： 中学3年生を対象にPCとWi-Fi機器を貸与して自宅との遠隔学習を開始

７．団体が目指していること

　　（ビジョン・ミッション）

＜ビジョン＞
すべての子どもたちが、自ら可能性を広げられる社会を作る

＜ミッション＞
私たちは・・・・・・・・・・・・・・・・・

５．団体情報

職員数 人

ボランティア数 人

昨年度収入計 直近の会計年度で実績の確定した数値を記入 円

体制・組織図　※別添も可

赤文字：記入上の留意点

青文字： 記入例

右欄の文字数以内で記入（全角）

※セルを広げずに枠内で記入
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地域： 年齢（学齢）：

地域： 年齢（学齢）：

地域： 年齢（学齢）：

【２】貴団体の事業について

●●県●●市　●●地域／●●地域 中学３年生

事業内容（概要）
教室まで通えない中３生に対して、PCとWi-Fi機器を貸与し、オンライン学習支援を実施している。そもそも学びに向
かう姿勢ができていない子に対して、大学生ボランティアが中心となり、生徒が興味を引くオリジナルプログラムを開
発。全員の公立高校合格を目指す。

実績（成果）

事業①

事業名 経済的困窮世帯向けの拠点型学習支援（小・中学生向け）

対象（地域／年齢） ●●県●●市　●●地域／●●地域 小学５年生～中学３年生

事業内容（概要）
●●市の２拠点にて、経済的な理由で塾などに通えない子向けに学習会を開催している。家庭の収入格差がそのま
ま教育格差につながってしまっている課題に対して、すべての生徒が公立高校に合格することがゴール。近隣の大
学の学生ボランティアを中心に、学習習慣づけをメインに取り組んでいる。

実績（成果）

・今年度より開始したため、高校合格実績はなし。
・中３生●名にPCとWi-Fi機器を貸与。オンライン学習支援を計●回実施。
・大学生ボランティアたちが中心となり、オンライン学習支援プログラムを開発。

２．子ども支援領域以外の事業

（事業内容、対象者、実績）

　　※ない場合は記載不要

・地域防災活動推進事業

●月：●●地域の住民の方向け防災教室（年●回実施）

●月：●●市役所にて避難所開設訓練を開催

実績：地元メディア●●の記事（●月●日付）に取り上げられる

３．貴団体の強み／弱み

貴団体が本助成に申請する事業を実施する上で、現状認識している強み／弱みを記載

　強み

・義務教育世代の地域関係機関との連携

●●市内での小中学生の学習支援を●年継続しており、低学力の子どもたちの高校進学率が向上したことから、学
校や市の教育委員会からも子どもの紹介をいただくなどの連携が生まれつつある。昨年度は市からの視察もあり、広
報誌にも掲載された。また、●●市は代表の出身地であるため、地域の子ども支援団体をはじめ、様々な関係機関
とのつながりがある。

・オンライン学習のノウハウ

新型コロナウイルス拡大による休校措置で、近隣の●●大学の学生たちを中心に、オンライン学習支援プロジェクト
を立ち上げた。最初はPCなどの機器貸与のみでだったが、現在はオンライン学習支援のノウハウが蓄積されてきてい
る。●月には新規の希望者向けにオンライン研修を開催し、●名体制まで増やすことができた。

　弱み

・高校生世代の地域関係機関との連携不足

当学習会が小・中学生までを対象しているため、卒業した高校生については学習支援が届けられていない。当学習
会の卒業生たちが、経済的な理由により高校を中退してしまわないようにするだけでなく、県内の高校や県教育委員
会など、高校生世代の支援機関とも連携して高校生世代の支援を行うことが必要と感じている。

１．団体事業

子ども支援領域
の事業

※ない場合は
記載不要

事業③

事業名 居場所・地域ネットワークハブ事業

対象（地域／年齢） ●●県●●市　●●地域／●●地域 小学生～中学生

事業内容（概要）
何らかの事情で学校に通えない子どもたちが、日中どこにも行く場所がないという声を受けて、教室を夕方まで開放。
子どもたちが自分で何をするかを決めて過ごすための居場所を提供。子どものニーズや要望に応じて、地域の他の
子ども支援団体とも連携するなどネットワークハブ的な役割を担う。

実績（成果）
・今年度は、不登校の小中学生のべ●名が参加。
・子ども食堂などとの連携実績●件。

・現在、２拠点あわせて、小学生●名、中学生●名が通う。昨年度は中３卒業生の●名全員が高校に進学。
・市教委の事例資料に掲載（学力低下を予防するセーフティーネットとしての評価）

事業②

事業名 経済的困窮世帯向けのオンライン学習支援（中学３年生の希望者向け）

対象（地域／年齢）
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地域： 年齢（学齢）：

B．新規事業

２．申請事業名
　　※活動内容をわかりやすく記載

１．をふまえた申請事業の名称を記入　※申請事業の取り組みの内容がわかりやすい名称をご検討ください。
経済的困窮家庭の高校生世代の中退予防・自立支援を促進する地域セーフティーネット事業

３．申請事業
　　テーマ

申請事業区分 AかBのどちらかに ☑ A．既存事業強化

Ａ．既存事業強化を選択した

　　場合は①～⑤を選んで☑

　　（複数回答可）

① 	子ども支援活動の質向上 ④ 事業基盤の強化・業務改善

② 	子ども支援活動の普及・拡大 ⑤ 	その他のテーマ

③ 	ネットワーク構築・政策提言

⑤を選んだ場合はテーマを記載

【３】本助成での活動計画

１．本助成で
取り組む課題

課題認識

※支援対象者の
現状などを記載

対象（地域／年齢） ●●県●●市　●●地域／●●地域 ●年生～●年生

これまでの活動や成果をふまえ、本助成で解決したい課題および支援する対象者の状況を記入
※できるだけ数字等の根拠を用いて具体的に記入ください

当学習会はこれまで地域の小中学生向けに学習支援を行ってきたが、中学卒業後は支援が途切れてしまうため、高校を中退する子どもが見られ
る。高校に進学すると、学校や市の教育委員会など地域のセーフティーネットが途切れ、また行政からの家庭への子育て支援も義務教育期間終了と
共に終了する。このように高校進学と同時に、経済的困窮を抜け出せない大きな要因が待ち構えている。内閣府の調査資料では、生活困窮世帯の
高校中退率は●●％とあり、一般家庭に比べて高い。当学習会による地域内の調査では、●●％とより高い数値を示している。

主な要因は、①学業不振でも塾等に通えない、②部活等にかかる費用のため友人との付き合いができず孤立、③高校生活にかかる費用を稼ぐため
のアルバイトで学校を遅刻欠席、などと経済的理由に起因するものが続く。この高校中退問題は子どもの怠慢や自己責任によるものではなく、家庭単
独での解決は難しい。中学卒業後も、地域で支えるべき課題と捉え、早い段階から介入すべきだと考える。

解決の方向性

上記の課題を解決するための取り組みの方向性を記入

生活困窮世帯の子の高校中退を防ぐため、中学卒業後に途切れてしまう学習支援を、オンラインで継続できる仕組みや環境を構築する。PCや通信
環境については、現中3生に貸与しているものを継続して使用する。また、高校中退者については、低学力やソーシャルスキルの問題があり、すぐに就
労が困難である場合が多い。学び直しの上、高卒資格取得を目指すのがふさわしいと考える。そのためには、家庭だけではなく、居場所・食事・生活
面を地域で支えていくネットワークが構築できるのが望ましい。

これらの課題を解決するため、次の3点の取り組みにより、今後の事業継続・発展の土台をつくっていきたい
１．経済的困窮家庭の高校生向けオンライン学習支援：　中学卒業後も大学生によるオンラインでの学習支援を続けることで、中退予防・進路相談、
中退者の学び直しによる高卒資格取得を目指す
２．経済的困窮家庭の高校生向けの居場所の立ち上げ：　高校生世代の居場所を作り、生活支援や中退予防のための見守りや連携を行う。
３．地域ネットワーク構築：　高校進学後も子どもの自立支援のために、地域の子ども支援機関で支え合うネットワークを構築する
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円 助成申請額： 円

円 助成申請額： 円

円 本助成 円

円

事業総額（予定）： 4,500,000 3,000,000

３年間総計　（助成申請総額） 8,670,000 【助成申請総額】　9,000,000円以内　（3年間）

事業総額（予定）： 3,000,000 3,000,000

3,670,000 2,670,000

地域の子ども食堂などと連携して、学びだけでなく、子どもたちの食や生活なども包括的に自立支援ができる居場所
を作りたい。地域の子ども支援団体や関係機関とネットワーク協議会を立ち上げ、ひとりの子どもも取り残さない環境
作りを目指す。

エビデンスをもとに高校中退予防を地域で制度化

実行項目（案）
オンライン学習支援による高校中退率低下や、居場所事業での学び直しによる高卒資格取得率向上などのエビデ
ンスを示すことで、高校中退予防の制度化を目指す。課題と成果を広めるために、地域の子ども支援団体とともにシ
ンポジウムを開催し、行政との連携を目指す。

▲
▲
▲

初年度

目指す状態（ねらい）
高校生向けに、オンライン学習を実施。専門家を交えてプログラムを開発。
中退予防、また中退後の受け皿としての居場所を立ち上げて、地域の関係機関とのネットワーク化をはじめる

重点実行項目① 経済的困窮家庭の高校生向けにオンライン学習支援プログラムを開発・人材育成

重点実行項目② 経済的困窮家庭の高校生向け居場所の立ち上げ

重点実行項目③ 地域の関係機関とのネットワーク協議会の設立準備

【４】-４予算計画より自動反映

４．申請事業で
目指す状態

１．の「課題認識」や「解決の方向性」に対して、どのような目標感やステップで、事業を積み上げていくのか大枠を記入　（２か年 または ３か年）

助成終了後の事業の自立的継続・発展

▲
▲
▲

３年目

目指す状態（ねらい）

▲
▲
▲

２年目

目指す状態（ねらい）
オンライン学習と居場所事業の支援積み上げおよび、高校を中退した子どもを地域で包括的に支援できるネットワー
ク協議会の立ち上げ

実行項目（案）
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地域：

年齢（学齢）：

地域：

年齢（学齢）：

地域：

年齢（学齢）：

【４】初年度の計画詳細

施策の内容

※規模、回数、連携先なども
わかるように記載

１．高校生向けオンライン学習支援プログラム・支援者マニュアルの開発（４～５月）
・現中３生（●名）向けに実施しているオンライン学習支援を基に、支援する高校生の課題に沿った教材を選定の上、学習支援のプログラムを策定。
準備物や流れがわかるマニュアルを作成する。

２．大学生向けオンライン学習支援研修の開催（５～６月）
・●●大学での学習支援ボランティア説明会にて希望者を募り、計●回の研修会を開催。１の支援者マニュアルに沿って・・・

３．地域の生活困窮世帯の高校生に向けた告知（６～７月）
・団体サイトやSNSの告知に加えて、●●市の学校や市教育委員会および、地域の関係機関や、●●市にある中退率の高い高校と連携して、高校
生●名に向けて・・・

達成目標

※数値目標、成果指標、
成果物など

１．高校生向けオンライン学習支援プログラムと支援者マニュアルの完成（５月半ば）
２．●●教室にて、５月（１回）、６月（●回）の計●回開催することで、学生約●名の参加、夏までに●名の登録を目指す
３．●●中学校、市教育委員会および、●●高校、県教育委員会の協力をいただき、地域の関係機関での・・・

重点実行項目②　※自動反映 経済的困窮家庭の高校生向け居場所の立ち上げ

１．重点実行項目　　　　※【３】－４．初年度の「目指す状態（ねらい）」および「実行項目」の詳細を記載

目指す状態（ねらい） ※自動反映
高校生向けに、オンライン学習を実施。専門家を交えてプログラムを開発。
中退予防、また中退後の受け皿としての居場所を立ち上げて、地域の関係機関とのネットワーク化をはじめる

重点実行項目①　※自動反映 経済的困窮家庭の高校生向けにオンライン学習支援プログラムを開発・人材育成

対象

※具体的に

●●市　●●地域／●●地域

高校生

重点実行項目③　※自動反映 地域の関係機関とのネットワーク協議会の設立準備

対象

※具体的に

●●市　●●地域／●●地域

小中学生～高校生（中退者含む）

施策の内容

※規模、回数、連携先なども
わかるように記載

・・・・・・・・・

対象

※具体的に

●●市　●●地域／●●地域

経済的困窮家庭の高校生、高校中退者および高校未入学者（15～20歳）

施策の内容

※規模、回数、連携先なども
わかるように記載

・実施場所：●●市●●地区1か所（●●生協会議室）
・開催時間：毎週金曜、18：00～20：00
・実施内容：
感染症対策を講じたうえで、無料弁当と居場所を提供し、高校入学～卒業まで定点で見守る。
（感染症拡大で飲食が叶わない場合は、弁当は持ち帰りとし、弁当を渡す際にコミュニケーションをとり状況を見守る。）
利用者は登録制とし、個々の状況をスタッフ間で共有し、必要に応じて実行項目①の学習支援や地域の専門機関への連携、支援制度の紹介等を
行う。
・体制：高校生と年齢の近い大学生や20代社会人ボランティア4名（採用済み）をスタッフとして配置。
・参加者の募集：当学習会中学卒業生から始めて、新規生は重点実行項目①と合わせて7月に行う
連携先：【食事提供】●●食堂、カフェ●●、NPO法人フードバンク●●
　　　　　【会場提供】●●生協、
　　　　　【個別支援】●●市青少年支援センター、●●市社会福祉協議会

達成目標

※数値目標、成果指標、
成果物など

・登録者10名以上（学習会卒業生5名、新規5名）
・登録者の1年間の継続利用8割
・利用者が中退、ひきこもりにならない。
・居場所の継続的・安定的な運営のための知見

達成目標

※数値目標、成果指標、
成果物など

・・・・・・・・・
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４月 高校生向けオンライン学習支援プログラム開発
学習会の中学卒業生の登録開始
居場所事業開始

・・・・・・・・

５月 オンライン学習支援者向けマニュアル作成 ・・・・・・・・

２．スケジュール　　※重点実行項目別に、助成期間（2022年4月～2023年3月）の主なスケジュールを記載

重点実行項目①　※自動反映 重点実行項目②　※自動反映 重点実行項目③　※自動反映

経済的困窮家庭の高校生向けにオンライン学
習支援プログラムを開発・人材育成

経済的困窮家庭の高校生向け居場所の立ち上
げ

地域の関係機関とのネットワーク協議会の設立準
備

８月 オンライン学習支援開始 新規生の登録順次開始 ・・・・・・・・

９月 ・・・・・・・・ ・・・・・・・・ ・・・・・・・・

６月
大学生向けボランティア説明会開催
オンライン学習支援研修会の実施

・・・・・・・・

７月

団体SNSでの告知開始
生活困窮家庭の高校生向け告知ビラ作成
●●中学校・市教育委員会、●●高校・県教育
委員会による案内開始

団体SNSでの告知開始
生活困窮家庭の高校生向け告知ビラ作成
●●中学校・市教育委員会、●●高校・県教育
委員会による案内開始

・・・・・・・・

１２月 ・・・・・・・・ ・・・・・・・・ ・・・・・・・・

１月 ・・・・・・・・ ・・・・・・・・ ・・・・・・・・

１０月 ・・・・・・・・ ・・・・・・・・ ・・・・・・・・

１１月 ・・・・・・・・ ・・・・・・・・ ・・・・・・・・

２月 ・・・・・・・・ ・・・・・・・・ ・・・・・・・・

３月 ・・・・・・・・ ・・・・・・・・ ・・・・・・・・
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(a)費用計 (b)本助成 (c)他の財源

0

45,000 45,000 0

25,000 25,000 0

0

120,000 120,000 0

60,000 60,000 0

0

200,000 200,000 0

0

0

0

0

0

その他① 0

その他② 0

その他③ 0

450,000 450,000 0

３．予算計画　　　　本申請事業の予算を、重点実行項目ごとに記載 （記入例を参考に、根拠が明確にわかるように単価・人数・回数等を明記）
                        ※内訳／算定根拠は、実行項目とのつながりがわかるように記載してください　（単位：円）

重点実行項目①　※自動反映 経済的困窮家庭の高校生向けにオンライン学習支援プログラムを開発・人材育成

項目 内訳／算定根拠

会場賃借料

人件費 大学生ボランティア（有償）：　時給1,000円×3時間×10日×4人

謝礼 オンライン学習支援プログラム開発アドバイザー（●●大学●●先生）：　月10,000円×6ヶ月

旅費交通費

制作費 団体サイトのページ作成： 30,000円、　告知ビラデザイン（修正）： 15,000円

印刷費 支援者マニュアル： 5,000円（＠100円×50冊）、告知ビラ： 20,000円（＠20円×1000枚）

広告宣伝費

消耗品

備品

委託費

運賃通信費 貸与Wi-Fiルーター通信費：　＠2,500円／月×8ヶ月×10名

会議費

図書新聞費

合計 (a)：費用計／(b)本助成申請金額計／(c)他の財源計
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(a)費用計 (b)本助成 (c)他の財源

300,000 300,000

0

0

0

900,000 900,000

0

0

0

0

0

0

0

0

その他① 保険料 20,000 20,000 0

その他② 車両費 1,000,000 0 1,000,000

その他③ 0

2,220,000 1,220,000 1,000,000

項目 内訳／算定根拠

会場賃借料 ・・・・・・・

制作費 ・・・・・・・

重点実行項目②　※自動反映 経済的困窮家庭の高校生向け居場所の立ち上げ

謝礼 ・・・・・・・

旅費交通費 ・・・・・・・

運賃通信費 ・・・・・・・

印刷費 ・・・・・・・

広告宣伝費 ・・・・・・・

人件費 ・・・・・・・

備品 ・・・・・・・

委託費 ・・・・・・・

スクール保険（●円×●拠点）

送迎用車両１台購入

会議費 ・・・・・・・

図書新聞費 ・・・・・・・

消耗品 ・・・・・・・

合計 (a)：費用計／(b)本助成申請金額計／(c)他の財源計

8 of 10



(a)費用計 (b)本助成 (c)他の財源

200,000 200,000

0

0

0

500,000 500,000

0

300,000 300,000

0

0

0

0

0

0

その他① 0

その他② 0

その他③ 0

1,000,000 1,000,000 0

会場賃借料 ・・・・・・・

制作費 ・・・・・・・

印刷費 ・・・・・・・

重点実行項目③　※自動反映 地域の関係機関とのネットワーク協議会の設立準備

項目 内訳／算定根拠

旅費交通費 ・・・・・・・

運賃通信費 ・・・・・・・

会議費 ・・・・・・・

広告宣伝費 ・・・・・・・

人件費 ・・・・・・・

謝礼 ・・・・・・・

委託費 ・・・・・・・

合計 (a)：費用計／(b)本助成申請金額計／(c)他の財源計

図書新聞費 ・・・・・・・

消耗品 ・・・・・・・

備品 ・・・・・・・
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(a)費用計 (b)本助成 (c)他の財源

500,000 500,000 0

45,000 45,000 0

25,000 25,000 0

0 0 0

1,520,000 1,520,000 0

60,000 60,000 0

300,000 300,000 0

200,000 200,000 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

20,000 20,000 0

1,000,000 0 1,000,000

0 0 0

3,670,000 2,670,000 1,000,000

円

円

金額（円）

②本助成以外の助成金 1,000,000

申請内容について、メールやオンライン等で確認をさせていただく場合があります。あらかじめご了承ください。

運賃通信費

会議費

図書新聞費

消耗品

備品

委託費

①行政の補助金

重点実行項目①～③　※自動反映

予
算
計
画
ま
と
め

項目

会場賃借料

制作費

印刷費

広告宣伝費

人件費

謝礼

旅費交通費

その他①

その他②

その他③

合計

○○財団　「●●支援助成」

③寄付・会費

④その他の財源

11,170,000

うち助成申請額 8,670,000

申請時　初年度予算　(c)他の財源の内訳

下記であてはまるものに☑　（複数可） 内訳

３年間総額
事業総額

10 of 10


